
 

 

 

 

 

 

～シニアクラブ浜松市 中瀬地区 中瀬第五親和会～ 

《慨況》 

 

（コロナ禍でのハンドベルクラブの立ち上げ） 

・私たち中瀬第五親和会ではコロナウイルス感染症発生以前は会員皆で、コーラス会を行っ

ていました。コロナ禍により感染防止を求められ、声を出して歌う活動をやめることとな

りました。この自粛に伴い、会員さんの中には落ち込んでしまう方が出てきました。 

・対策として、導入したのが、声を出さずにすむ楽器（ハンドベル、タンバリン、カスタネ

ット等）を購入し、講師をお願いして会員の皆さんに演奏していただくことです。 

（主な活動日） 

 〇 活動日：令和 3年 7月 14日 

  会 場：五区公民館 

   参加者：実行委員、班長さん 15名 

   内 容：楽器の種類説明と実際にドレミを鳴らしてもらう。 

 〇 活動日：令和 3年 7月 22日 

   会 場：五区公民館 

   参加者：会員 30名 

   内 容：簡単な楽曲をそれぞれのグループに分かれて練習していただく。 

  〇 活動日：令和３年 11月 25日 

   会 場：五区公民館 

   参加者：会員 32名 

   内 容：来月の発表会に向け、楽譜を配りそれぞれグループに分かれ練習をしていた

だく。また、楽譜を持ち帰り家でも練習をお願いする。 

  〇活動日：令和 3年 12月 16日 

   会 場：五区公民館 

   参加者：会員 35名 

   内 容：参加者を 3グループに分け、２曲づつ楽曲を披露してもらう。 

   その後役員による反省会を開催（役員 6名） 

 

 

 

 

シニアクラブ浜松市 

○総人口  797,938人  ○65歳以上人口 223,078 人   ○高齢化率 28.0％ 

○シニアクラブ会員数   20,552人        ○シニアクラブ加入率  9.2％ 

 



《成果》 

 

・初めて、皆さんにハンドベル、タンバリン、カスタネットをもってもらい練習しました

が、最初は楽譜、テンポと手がバラバラになってしまい、戸惑ていましたが、練習を重

ねていくうちにだんだんと合わせることができるようになりました。 

・皆さん真剣に楽譜とにらめっこしている顔が生き生きとしているのが分かります。 

 また、グループに分かれて演奏してもらったことで、競争心が出たようでさらに真剣に

練習に励んでくれました。 

 その結果、お互いにまずいところを指摘したり、上手に演奏できれば称えあったり大変

良い雰囲気の活動ができ、楽器演奏の楽しさ面白さを理解できるようになりました。 

・ただ、会員の幅広い年齢のため（75歳～90歳）、差が出てきてしまいどのように補って

グループ編成をしたらよいか検討が必要です。 

 また、男性会員の参加が少なく今後の課題です。 

 

 

《今後の方針》 

 

・来期は、年 3回ほど（7、10、12月）演奏会を開催したい。 

   また、楽器もハンドベル、タンバリン、カスタネットの他にハーモニカ等を加え幅を広

げての演奏をしたい。  

   今年度の、課題でもある男性会員を少しでも増やしていきたい。 

 

 

【活動の様子】 

      令和 3 年 7月 14 日班別練習会の様子 

       



  

令和 3 年 7 月 22 日 全体練習の様子 

 

 

 

令和 3 年 12 月 16 日 発表会の日の様子 

 


